
 

 

 
 
 
 
 
 

ダンディー大学とがん治療薬創出に向けた標的タンパク質分解誘導に関する共同研究契約を締結 
 
 
 
 

エーザイ株式会社（本社：東京都、代表執行役 CEO：内藤晴夫）は、このたび、ダンディー大学

（University of Dundee、英国 スコットランド）と、がん領域創薬研究における標的タンパク質分解誘導薬

（Proteolysis Targeting Chimeras：PROTACs）1に関する共同研究契約を締結しましたのでお知らせします。 

 

PROTACs は、タンパク質に親和性を有する 2 つの分子を 1 分子に共有結合した薬剤です。1 つは

ユビキチン化酵素（E3 リガーゼ）と結合し、もう 1つは分解すべき標的タンパク質に結合します。これによ

り、PROTACs は E3 リガーゼを介して標的タンパク質に分解の目印となるユビキチンを付加し、細胞内

分解システムにより標的タンパク質の分解を促します。PROTACｓにより、従来の低分子阻害剤ではアプ

ローチが難しかったがん細胞のタンパク質に対する新たな創薬への展開が期待されます。 

 

本共同研究では、PROTACs研究の世界的第一人者であるダンディー大学の School of Life Sciences、

Alessio Ciulli教授が研究を推進します。本共同研究では、Alessio Ciulli研究室の PROTACsに関する

世界最高水準の専門知識・技術に、当社のがん領域における探索研究および臨床開発経験、ならび

に標的タンパク質分解誘導に関する基礎研究の知見を組み合わせることにより、革新的新薬の創出を

めざします。 

本契約に基づき、当社は共同研究の成果として得られた化合物について、開発および商業化に関す

るオプション権を保有します。オプション権を行使する場合、当社は同大学に対して、契約一時金、マイ

ルストンペイメントおよび売上に応じたロイヤルティを支払います。 

 

当社は、がん領域を重点領域の一つと位置づけており、がんの「治癒」に向けた革新的な新薬創出を

めざしています。最先端のがん研究から革新的な創薬を行い、がん患者様とそのご家族、さらには医療

従事者の多様なニーズの充足とベネフィット向上により一層貢献してまいります。 
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1．標的タンパク質分解誘導薬（PROTACs）について 

従来の低分子阻害剤は、標的酵素の活性部位に結合し、その機能を阻害することにより薬理作用を発現します。

一方、PROTACsは、標的タンパク質に結合する部位とユビキチン化酵素と結合する部位を持つキメラ型化合物で

あり、PROTACs を介し、標的タンパク質をユビキチン化酵素に近づけユビキチン化を引き起こすことで、細胞内に

存在するタンパク質分解酵素（プロテアソーム）による分解へと導きます。PROTACｓは標的タンパク質の分解によ

り薬理作用を発現することから、従来の低分子阻害剤では難しかった、酵素活性を持たないタンパク質を標的に

出来るだけでなく、阻害剤とは異なる薬理作用も期待されます。 

 

2．ダンディー大学について 

ダンディー大学は、2014年の Research Excellence Framework によると、英国におけるバイオロジカルサイエンス

を研究する大学の中でトップにランクされています。ダンディー大学は、教育と研究の質の高さから国際的に認め

られており、社会全体の生活を変えるという中核的な使命を担っています。ダンディー大学には 15,000 人以上の

学生が在籍しており、スコットランドで最も学生に優しい都市づくりに貢献しています。ダンディー大学は、スコットラ

ンド東部の数百万ポンド規模のバイオテクノロジー産業の中核拠点であり、地域経済に大きく貢献しています。 

詳細については、www.dundee.ac.uk をご参照ください。 
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